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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
１ 基本方針 今回の改定にあたり、当時のプランを踏襲

する部分、改定する部分を明らかにし、そ

の理由も示してほしい。 
 

□ 今回の改定では、現行の「まちづくりの基本理

念」や「まちづくりの目標」などを踏襲しつつ、

今日のまちづくりの潮流である「地球温暖化」

などを視点としたまちづくりの主要課題を踏

まえ、強化・充実を図っております。 
２ 基本方針 マスタープランの方針を裏付けるため、過

去の施策の成功と失敗の正しい判断の上に

立って分析し、その欠陥を探り新しい施策

をたてるべきと思います。 

 

□ 今回の改定では、今後の社会環境の変化やこれ

までのまちづくりの成果、区民アンケートなど

を整理した上、有識者、区民団体等の代表から

構成される策定委員会と地域の方々で構成す

る勉強会を両輪として、検討を進めてまいりま

した。 
３ 安全 堀切地区は区内でもいろいろな面で遅れて

おり、特に防災面で脆弱なので、地域の実

情に合う都市計画をお願いします。 

△ 堀切地区につきましては、これまでも京成本線

荒川橋梁架け替えの検討に合わせ、防災性の強

化や地域活性化策などについて、地域の方々と

連携しながら検討を進めておりますので、引き

続き取り組んでまいります。 
４ 安全 震災復興の前提として、耐震補強をまず行

うべきで、補助制度を更に充実してほしい。

△ 建築物の耐震化は重要な課題であることから、

安全まちづくりの方針において記述を充実し

ました。事業の実施にあたっては、ご意見を参

考にさせていただきます。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
５ 安全 安全まちづくりの基本的考え方に、今後の

気候変動の影響を踏まえ、公園の高台化を

含む避難場所の確保に関して言及しておく

必要があるのではないか。 

 また超遠距離避難を行うための受入れ体

制が整っていないことから、行政の縦割り

を越えて、官民の総力をあげた気候変動に

そなえた取り組みが必須であると考えるが

どうか。 

 

◎ 今回の改定では、地域別勉強会での意見などを

踏まえ、特に、水害対策については、公園の高

台化の検討等について記述の強化を図ったも

のです。区としても、広域避難の実効性を含め、

様々な課題があると考えておりますので、ご意

見を踏まえ、記述強化の修正を行います。 

６ 安全 今後の課題として、水道などのライフライ

ンの老朽化や堤防、道路などのメンテナン

スに力を注いでください。 

 

◎ ライフライン施設は、都市の生活を支える重要

な施設であることから、ご意見を踏まえ、追記

いたします。 

７ 安全 私学事業団総合運動場を広域避難場所とし

てほしい。 

△ 私学事業財団総合運動場については、私有地で

あることから、日本私立学校振興・共済事業団

と「非常災害時における施設の提供に関する協

定」を締結し、災害時には施設の開放を含めた

受け入れ態勢が整っております。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
８ 人にやさし

い 
ベビーカーや自転車などでも歩道に乗り上

げやすいように段差を緩やかにしてほし

い。 

○ 人にやさしいまちづくりの方針で、乳幼児を持

つ親を含めて、すべての親が安全・安心に移動

できるように、駅や駅周辺のバリアフリー化な

ど子育てに配慮した空間形成を図る方針を示

しています。 
９ コミュニケ

ーション 
親しみのある地域コミュニティ形成のた

め、新旧住民や子供からお年寄りが定期的

に参加するゴミ拾いなどの有効性、支援を

検討してほしい。 

□ 区は、まちづくりの目標として「川の手・人情

都市かつしか」を引き続き掲げております。区

としましても、コミュニケーションの場の提供

とともに、ソフト面での取り組みが継続的に行

われることが人と人との繋がりを強めるもの

と考えますので、ご意見を参考とさせていただ

きます。 
１０ 景観 鬼塚古墳周辺の農地を活用して、史跡とし

て公園化してほしい。 

△ 景観まちづくりの方針の中で、個性ある景観資

源の保全・再生を掲げており、今後、事業を進

める中で、参考にさせていただきます。 
 

１１ 産業 中川七曲りなどを中心に観光スポットとし

て、船からの景観を眺めるため、独自のア

イディアの遊覧船を浮かべ観光スポットと

なるようにしてほしい。 

△ 今回の改定では、水辺空間を新たな観光資源と

して活用していくことを示しており、今後、事

業を進める中で、参考にさせていただきます。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
１２ 土地利用 高砂駅周辺の創出用地をまちづくりにどの

ように活用していくのか明確にしてほし

い。 

△ 今回の改定では、高砂駅周辺を広域生活拠点に

位置づけるとともに、連続立体交差事業の早期

実現や交通広場の整備などの方向性を示めし

ております。具体的な活用については、引き続

き、関係者との協議を進め、地域の方々のご意

見を踏まえながら検討を進めてまいりたいと

考えております。 
１３ 土地利用 京成線高架下に公園を作っても利用されて

いないので、テナントの誘致、託児所の開

設等、有効利用を検討してください。 

□ 高架下の有効活用については、頂いた意見や沿

線の方々の要望などを踏まえ、有効活用を検討

してまいります。 
 

１４ 土地利用 「人にやさしいまちづくり」の基本は交通

政策にあり、コンパクトな都市計画を推進

するためには「歩いて集う」動線を基本に

駅周辺の整備を行うべきと考える。 

○ 今回の改定では、コンパクトなまちづくりを進

めるため、鉄道駅を中心とした徒歩や自転車で

移動できる身近な生活圏を構築していくこと

を示しております。 
 

１５ 土地利用 飾区の環境を更に良くするため、森永乳

業奥戸工場の移転を想定した全面公園化の

長期計画を提案する。 

□ 土地利用の方針において、大規模な土地利用転

換が発生した場合の方針を示しております。ご

意見につきましては今後の参考とさせていた

だきます。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
１６ 交通 南北交通の不便を解消するため、ロングス

パンの計画であるならモノレールの様なも

のを位置づけてほしい。 

△ 南北方向の鉄道網の充実については、地下鉄８

号線、11 号線の延伸やメトロセブンの整備促
進に向けた取り組みを示しております。実現に

あたっては、最適な導入システムの検討を含め

進めてまいります。 
 

１７ 交通 新金貨物線のストック活用に対する区の取

り組み方を示してほしい。 
□ 新金貨物線については、水戸街道との交差や貨

物との並存などの課題から、旅客化については

長期構想路線としています。今後の周辺環境の

変化等を勘案しながら、旅客化やバス専用道、

自転車道としての活用など、様々な活用方策が

考えられることから、都市のストックとして有

効活用することを示しております。 
１８ 交通 新宿地区の開発により、歩行者を含めた交

通量が増え危険であるので、金町駅北口ま

での計画的なルート整備やフットサル跡地

などを活用し「金町駅西口」を開発するな

ど、飾の顔・核となる抜本的対策が必須

と考える。 

△ 金町駅周辺は、今後、多様な都市機能の集約化

により、より広域から人が集まることが予測さ

れることから新宿六丁目地区開発地と金町駅

の動線については、区としても様々な課題があ

ると認識しております。東金町一丁目地区につ

きましては、まちづくりを含めた検討を地域の

方々と連携し取り組んでおり、引き続き、頂い

た意見を含め、検討を深めてまいります。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
１９ 交通 

 
奥戸橋で、自転車と歩行者の危険な場面を

目撃しているので、安全対策の検討をして

ほしい。 

□ 区としましては、ソフト面を含めた対策とし

て、自転車、歩行者の安全通行を促すように努

めます。 
 

２０ 交通 青砥駅から高砂駅に車で抜けるルートが分

かりづらく、利便性を損ねているので早期

解消を検討してほしい。 
 

□ 補助 280 号線の事業化計画への位置づけやソ
フト的な対策などを検討してまいります。 

２１ 交通 高砂駅の高架化 ○ 高砂駅の高架化は、平成 20年 6月に東京都に
おいて、都内 20路線ある「鉄道立体化の検討
対象区間」の中から「事業候補区間」に選定さ

れており、連続立体交差事業の新規着工準備採

択に向けて、区として積極的な働きかけを続け

てまいります。 
２２ 交通 補助 284 号線に結ぶ南進計画を削除してほ

しい。 

□ 補助 274 号線から補助 284 号線への南進は、
構想路線として位置づけているもので、計画と

して決定しているものではありません。都市復

興や新たに面的なまちづくりなどの動きがあ

ったときに提案する路線として示しているこ

とから、位置づけが必要であると考えておりま

す。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
２３ 交通 歩行者と自転車利用者の安全を確保するた

め中川土手道路危険箇所（平和橋付近）の

改良をしてほしい。 

△ 堤防道路、特に平和橋付近の道路は、現状の中

で、歩行者の安全を確保するため、早急にでき

る可能な整備を行ったものです。用地が限られ

ているため、現状での改善は困難であることか

ら、ご意見も踏まえ、引き続き、河川管理者等

と改善に向けた検討を進めてまいります。 
 

２４ 緑・オープン
スペース 

中川テラスは、ホームレスのたまり場とな

らないように、長期的な維持・運用を検討

してほしい。 

□ 関係機関や地域の方々と連携しながら、中川テ

ラスの利用促進や賑わいの創出を進めるとと

もに適切な維持管理を進めてまいります。 
 
 
 
 

２５ 緑・オープン
スペース 

飾区が若者にオシャレな町と思ってもら

えるように、高砂橋のライトアップや河川

敷を隅田川のようにするなど、ドラマで使

ってもらえるような河川沿いの整備をして

ほしい。 
 
 

○ 今回の改定では、中川、新中川を新たに「水辺

の賑わい・交流ベルト」に位置づけ、新たな観

光資源として活用を図ることなどの記述強化

をしています。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
２６ 緑・オープン

スペース 
上下之割用水の活用や江戸川、大場川、中

川等の河川軸と水元公園の桜土手と連結さ

せるなど、水元公園と一体となったまちづ

くりをしてほしい。 

△ 区としても、単に小合溜だけでなく、水元公園

を軸に周辺地域と一体となった施策を推進し

ていくことが重要であると考えており、今回の

改定では、補助 276 号線を軸とした水元回廊
の創出や河川と一体的なまちづくりを推進す

ることを掲げており、ご意見につきましては、

これらの事業化などにあたり参考とさせてい

ただきます。 
２７ 震災復興 安全について、災害による被害の復興計画

まで視野に入れていることは大変良いこと

だと思う。このプランこそ、市民として大

いに参画し将来を検討すべき課題だと思い

ます。 

○ 区では、震災復興マニュアルや被災市街地復興

対策に関する条例などの策定にあたり新小岩

及び堀切地区において震災復興訓練を実施す

るなど、地域の方々と連携した取り組みを行っ

てきており、引き続き、事前復興を含め、地域

の方々と意見交換をしながら、取り組みを進め

てまいります。 
 

２８ 地域別構想
（柴又・高砂

地域） 

高砂、柴又、鎌倉、細田地域には特別養護

老人ホームがないので、高砂団地建替え跡

地にぜひ作ってほしい。（同様の意見６件）

 

◎ 地域別構想の人にやさしいまちづくりの方針

に、この地域で高齢者福祉サービスを充実して

いくことの記述をしておりますが、ご意見を踏

まえ、表現を修正させていただきます。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
２９ 地域別構想

（柴又・高砂

地域） 

公的浴場が地域からなくなっているので高

砂団地跡地に作ってほしい。（同様の意見 1
件） 

□ 公的浴場は、行政評価の外部委員会において廃

止となった経緯があり、新たな公的設置は難し

い状況にありますので、ご意見として受け止め

させていただきます。 
 
 

３０ 地域別構想
（立石・四つ

木地域） 

立石は、商店街のレトロな感じを残し、ス

カイツリーに来られた方が寄ってみようか

なと思える街にしてほしい。 

○ 地域別構想の景観まちづくりの方針に、商店街

がもっている雰囲気を生かした街並みを形成

していくことの記述をしており、地域活性化に

向けた取組を地域の方々と進めてまいります。 
 
 

３１ 実現方策 計画実現のため、実行プランは個別案件ご

とに定めるとともに進捗状況を定期的に開

示し、当初計画とのかい離と今後の進め方

を明らかにすることが必要と考えます。 

△ 区としましても、策定した都市計画マスタープ

ランをより実効性のある計画とするためには、

全体構想及び地域別構想について、適切なフォ

ローアップを実施していくことが必要である

と認識しております。このため、適宜、まちづ

くりの進捗状況や新たなまちづくりに関する

施策などを区民の参画のもとにチェックでき

る仕組みや体制づくりを進めたいと考えてお

ります。 
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番号 項目 意見の概要 取扱い 区の考え方 
３２ 実現方策 都市計画を実現していくためには、複雑困

難な課題が多く、区民を計画段階、実施段

階、運営段階まで参加させるとともに、そ

の進捗情報を区民に知らせるための努力が

必要と考えます。 

○ 今回の改定では、第 5章に早期に着手が必要な
モデル施策の選定を含めたフォローアップの

仕組みづくりや、区民が主体となった取り組み

が更に推進できるよう方向性を示しておりま

す。パートナーシップ型の街づくりの実践に向

け、取組を推進してまいります。 
３３ 実現方策 都市計画マスタープランの情報提供は住民

参加には必要不可欠であることから、ホー

ムページを活用して地域別に情報を提供し

てほしい。 

□ 今回の改定では、策定委員会や勉強会での経過

を含め、ホームページを活用し、公開してまい

りました。引き続き、ホームページなどを活用

し、公開してまいります。 
 

３４ その他 自転車利用者の増加に伴い、事故が増えて

いることから、危険箇所の拡幅、ミラー設

置などの検討をしてほしい。 
 

□ 現地を確認の上、事業担当部署において、検討

させていただきます。 

３５ その他 良くまとめています。 □ 今後も、より良いまちづくりの実現に向けて努

力してまいります。 
 

 


